
 

みんなで「より良い」を目指して ― 私たちの在り方を見つめなおす ― 

【実践者】 

 

【実践概要】 

1. 単元(活動)名 

  みんなで「よりよい」を目指して ～貿易ゲームを通して、これからの私たちの在り方を考える～ 

2. 単元目標 

単元目標 

（１）モザンビークの人々の生活や、生活をめぐるさまざまな課題と現状について理解し、それぞれが、相互

にかつ複雑に関わり合っていることを理解することができる。                  （知識・技能） 

 （２）フォトランゲージを通して、モザンビークの人々の生活や、それにかかわる現状と課題について説明し

たり、自分の考えを説明したりすることができる。                      （思考・判断・表現） 

    （３）モザンビークの人々の生活や、それにかかわる現状と課題について意欲的に追究することで、持続可

能な世界や日本、学校生活などを目指すために、日本や自分自身には何ができるか考えを深めようと

することができる。                                （主体的に学習に取り組む態度） 

  関連する学習指導要領上の目標 

    現代社会の見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に
立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な
公民としての資質・能力の基礎を育成する。 

   D私たちと国際社会の諸課題 

（１）世界平和と人類の福祉の増大 

  対立と合意、効率と公正、協調、持続可能性などに着目して、課題を追究したり解決したりする
活動を通して、次の項目を身に付けることができるようにする。 

 【知識】（ア）世界平和の実現と人類の福祉の増大のためには、国際協調の観点から、国家間の相
互の主権の尊重と協力、各国民の相互理解と協力及び国際連合をはじめとする国際
機構などの役割が大切であることを理解すること。 

     （イ）地球環境、資源・エネルギー、貧困などの課題の解決のために経済的、技術的な協
力などが大切であることを理解すること。 

 【思考・判断・表現力】 

（ア）日本国憲法の平和主義を基に、我が国の安全と防衛、国際貢献を含む国際社会にお
ける我が国の役割について多面的・多角的に考察、高層し、表現すること。 

   

3. 単元の評価規準 

①知識及び技能 

世界平和の実現と人類の福祉の増大のためには、国際協調の観

点から、各国民の相互理解と協力が大切であることを理解して

いる。 

②思考力、判断
力、表現力等 

対立と合意、効率と公正、協調、持続可能性などに着目して、 
日本国憲法の平和主義を基に、我が国の安全と防衛、国際貢献 
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を含む国際社会における我が国の役割について、多面的・多角 
的に考察、構想し、表現している。また、社会的な見方・考え 
方を働かせ、よりよい社会を築いていくために、解決すべき課 
題を多面的・多角的に考察、構想し、自分の考えを説明、論述 
している。 

③主体的に学習
に取組む態度 

 私たちがより良い社会を築いていくために解決すべき課題に 
ついて、現代社会に見られる課題の解決に向けて自らの学習を 
振り返りながら粘り強く学習に取り組み、主体的に社会に関わ 
ろうしている。 

4. 単元設定の理由・
単元の意義 

（児童/生徒観、教材
観、指導観） 

【単元設定の理由】 

今回のモザンビークでの教師海外研修をとおして、一番の学びとなったこと
は、「人間関係において何よりも大切なことは、『対等な関係を築くこと』で
ある」ということである。それは、モザンビーク各地で活躍する協力隊員と、
協力隊員から熱心に学び、自分のものとしようとする現地の人々の姿から感じ
た。彼らの姿には、「上下関係」のようなものはなく、互いに協働的に、歩調を
合わせながら事業を進めていく姿は、日頃の学校での生活において最も重要な
ことであり、本校、学年、学級の足りない姿だと強く感じた。学級・学年の実
態として、自己中心的な考えのもとに行動する生徒が少なくないように思う。
相手のことを考えたり、知ろうとしたりもしないで、一方的にその人がどのよ
うな人なのか、どのようなことを考えているのか決めつけている様子も見られ
る。特に、本学年は８６名という比較的少数の学年であるにも関わらず、良く
も悪くも特定の仲間集団に安心感を求めて、他者のことを知ろうとしたり、関
心を持とうとしたりしないことが学年の課題であると感じる。修学旅行を終え、
集団としての力を身に付け始めた今、そして卒業までの折り返し地点にいる今、
同じ集団に生きる仲間として世界に目を向けながら、よりよい集団を作ってい
くために大切なことを考えさせたいと思い、本単元を設定した。 

【単元の意義】 

  世界が「不平等」であるということは、なんとなくわかっているものの、豊
かさに慣れている生徒にとっては、その「不平等さ」がどれだけ深刻なものな
のか、その「不平等さ」が人々の生活にどれだけ関わっているものなのか、本
当の意味では理解することは非常に困難なことである。そこで、あえて貿易ゲ
ームをとおして「不平等さ」を体感させることで、「不平等」であることがど
のようなことなのか考え、対等な関係を築くことの重要性について考えさせた
い。 

【児童／生徒観】 

  本学年の生徒は、昨年度社会科（地理分野）の学習において、「アフリカ州」
の学習をしている。しかし、生徒の思い描くアフリカ州の像は、「貧しく可哀
想」、「十分な医療を受けることができない」、「学校に通うことができない子
どももいる」など、マイナスの面が非常に大きな部分を占めている。実際にモ
ザンビーク・マプト滞在中の写真や動画で紹介した際に、「意外と発展してい
る」という言葉が聞こえた。この「意外と」という言葉には、アフリカ州の国
はまだまだ貧しく、先進国のように経済が発展するには程遠いだろうという思
い込みや、「アフリカ州＝貧しい＝他国に支援される国」という、あらゆる分
野において、「支援されている」国であるという思い込みの意味が込められて
いるのだろうと感じた。生徒との何気ない生活の中で、「豊かさ故の『当たり
前』」に慣れすぎていると感じることがある。豊かさ故、足りないものがある
と不平・不満を口にしたり、困ったときは誰かに頼ればどうにかなると思い込
んだり、受け入れられないことがあると相手を攻撃したり、と「豊かさ故の『心
の狭さ』」を日々痛感する。モザンビーク滞在中、足りないから自分達でつく
り出す姿や、よりよい暮らしを目指してコミュニティで協力し合う姿、ちがい
を認め合い受け入れる姿など、モザンビーク人の「心の豊かさ」に感銘を受け
た。本学年の生徒は、数値的なものや見た目など自分の目に見えるもので、物
事の価値を測ろうとすることがあるが、本単元の学習を通して、物事の価値は
目に見えるものだけではないということに気付かせたい。 

 

 



 

【教材観】 

  本時の実践にあたっては、特定非営利活動法人開発教育協会の「新・貿易ゲ
ーム 経済のグローバル化を考える〔改訂版〕」を引用し、貿易ゲームを行った。
貿易ゲームを行うことで、生徒が普段なかなか身近に感じることができないよ
うな、「経済的な格差」や「社会的な格差」などを体感しながら、国際社会の問
題について考えるきっかけづくりを行いたいと考えたからである。また、貿易
ゲームをすることで、「平等とはどういうことなのか」ということや「本当の
豊かさとは何か」という、生徒が生きる現代社会の問題についても、考えるき
かっけとするために、貿易ゲームを行うこととした。 

 

【指導観】 

指導にあたっては、以下の点について配慮していきたい。 

 ①「自立」した学習 

  本単元の学習では、生徒が感じたことや考えたこと、気づきなどが学習の核
となり、行動の変容をもたらす可能性があることから、指導や助言は極力控
え、自分達の自らが考えたり作業したりする時間を十二分に確保する。しか
し、ねらいから逸れないような指示や授業内容の工夫などを、適宜必要に応
じてしていく。 

 ②誰もが安心して学習できる雰囲気づくり 

   はじめに、「生徒それぞれが考えたことを互いに否定しない」ということ
を約束して学習できるようにする。同時に「認め合う言葉がけ」や「共感し
合う言葉がけ」を大切にさせて学習できるようにする。適宜、自分が考えて
いることを記入する時間を確保し、生徒一人一人の考えを引き出すとともに、
考えの変容を生徒自身が体感できるようにする 

 

5. 単元計画（全３時間）  

時 『小単元名』・学習のねらい 学習活動 資料など 

１ 『モザンビークについて知 
る』 

・写真などの資料を通して、
モザンビークがどのような
国か、意欲的に理解しよう
とする。 

・教員のモザンビーク滞在中のようすを
聞いたり、写真を見たりして、モザン
ビークの人々の生活や歴史、文化、課
題について理解する 

 

２ 
・ 
３ 
本時 

『貿易ゲームを通して考えを 
 深める』 
・貿易ゲームを通して、貿易 

が世界の人々の暮らしにど 
のような影響を与えている 
かを理解するとともに、世 
界の「不平等」を体感するこ 
とで、対等な関係を築くこ 
との重要性や国際協力の在 
り方、私たちの行動の在り 
方について考えを深めるこ 
とができる。 

・貿易ゲームを通して、貿易が世界の
人々の暮らしにどのような影響を与
えているかを理解する。 

・国際協力の在り方や私たちの行動の在 
り方について考察する。 

特定非営利活動法人  
開発教育協会 
「新・貿易ゲーム 経

済おグローバル化
を考える」 

 

 

 

 



 

6．本時の展開（２・３時間目） 

本時のねらい： 

貿易ゲームを通して、貿易が世界の人々の暮らしにどのような影響を与えているかを理解するととも

に、世界の「不平等」を体感することで、対等な関係を築くことの重要性や国際協力の在り方、私たちの

行動の在り方について考えを深めることができる。 

過程・時

間 
教員の働きかけ・発問および学習活動 

・指導形態 

指導上の留意点 

（支援） 

資料（教材） 

導入 

（20 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

（60 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．アイスブレイクを通して、場の雰囲気を和

ませる。 

〇「丸いもの」と聞いてイメージすることを、

時間内のできるだけたくさん書きましょう。 

・時計  ・サッカーボール  ・小銭 

・ホールケーキ ・瓶の蓋 

 

 

 

 

 

 

２．貿易ゲームについて説明する。 

〇これから、あるゲームを行います。名前を、

貿易ゲームと言います。それでは、指定され

たグループに分かれてください。 

 

〇ルールを説明します。 

 ①グループは国家を意味します。 

 ②このゲームの目的は、「お金をたくさん稼

ぐこと」です。 

 ③お金を稼ぐために、渡された袋の中に入っ

ている紙を切り取って製品を作ります。 

 ④製品を作り、世界銀行に持っていくことが

必要です。 

 ⑤マーケットは、製品の品質をチェックして

お金を支払ってくれます。 

 ⑥他のグループ（国家）と交渉したり協力し

たりすることは自由です。ただし暴力行為

は禁止です。 

  

 

 

 

 

・「もの」に限らず、

自由に発想を広げ

られるように補足

説明をする。 

・書いたものを互い

に見せ合ったり、

全体で共有したり

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生活班をベースと

したグループを作

る。また、職員に

も役割を与え、生

徒と協働的に学習

できるようにす

る。 

・複数の職員には、

マーケット役を務

めてもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．道具を配布し、貿易ゲームを始める。 

〇各グループで、大統領（リーダー）を決めて

ください。 

〇大統領（リーダー）は、道具を配布しますの

で、前に取りに来てください。 

〇それでは始めてください。 

 ・ハサミがないけどどうやって製品を作ろ

う。 

 ・他のグループに交渉してみよう。 

 ・あっちのグループはハサミもあるし、お金

もいっぱいあってずるい。 

 ・他のグループには道具を貸したくないな。 

 

 

 

 

 

 

 

４．ルールを変更して貿易ゲームを続ける。 

〇ルールを変更します。変更したルールでゲー

ムを続けてください。 

・こんな道具もらっても、何の役にも立たない

よ。 

・シールをもらえたから、もっとお金を稼ぐチ

ャンスだ。 

・さっきまでこの製品でお金を稼いでいたの

に、価格が下がって残念。 

 

 

 

 

 

 

 

５．ゲームをやめ、最終的にいくら稼ぐことが

できたか、グループで金額を数える。 

〇大統領は、グループ(国家)で最終的に稼いだ

お金を計算し、国連まで報告に来てくださ

い。 

 

・与えられたものし

か使ってはならな

いこと、制限時間

の中でできるだけ

たくさんお金を稼

ぐこと、製品は決

められた大きさで

なければならない

ことの３点を意識

して取り組めるよ

うに繰り返し説明

する。 

・自分達で行動した

り考えたりできる

ように、過度な支

援や個別の支援は

なるべく控える。 

 

 

・シールの配布（シ

ールを貼った製品

は価格が２倍にな

る） 

・国連による役に立

たない道具の配布

（ギザギザのハサ

ミ、穴あけパンチ

など） 

・価格の変動（生産

量の多い製品は価

格を下げ、少ない

製品は価格を上げ

るなど） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．貿易ゲームを通して感じていることについ

て、個人で振り返る。 

〇それでは、貿易ゲームを通して感じたことや

考えたことを個人で振り返り、プリントに記

入してください。 

〇グループで共有してください。 

 ・他のグループは道具があったのに、自分た

ちは、道具がなく、不平等さを実感した。 

・どうやったらお金をたくさん稼げるか、グ

ループみんなで協力して考えられてよか

った。 

 ・交渉して受け入れてくれたグループがあっ

たから、お金を稼ぐことができた。 

 

７．世界の現状とモザンビークの現状について

知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎貿易が、世界の

人々の暮らしにど

のような影響を与

えているかを理解

しているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・まずは、生徒が初

めに抱いたアフリ

カのイメージ(貧

困などマイナスな

イメージ)と関連

させてモザンビー

クの現状について

説明する。 

・少しずつ、「心の豊

かさ」などの内面

に目を向けること

ができるように説

明する。 

・最終的には、自分

達の学校生活に目

を向けることがで

きるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料①現地の住宅】                

【資料②現地の住宅】 

【資料③ごみが溢れ

る町】 

【資料④お湯が出な  

いシャワ―】 

【資料⑤働く子ども

たち】       

【資料⑥学校で勉強

する子どもたち】 

【資料⑦写真の代わ

りのお金を求める

子ども】   

【資料⑧笑顔の子ど

もたち】 

【資料⑨魚市場で働

く女性】 

【資料⑩ココナッツ

を材料に製品づく

りをする男性】 

【資料⑪JICA の支援

でできた魚市場】   

【資料⑫JICA の支援

で建て直された学



 

 

 

 

 

 

まとめ 

（15 分） 

 

 

 

 

 

８．本時の学習を振り返る。 

〇今日の学習全体を振り返り、考えたことや感

じたことをプリントに記入しましょう。 

〇「社会」という人々が集まって生活していく

環境を、よりよくしていくためにあなたに

は何ができるか、記入しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

◎貿易ゲームを通し

て、世界の「不平

等」を体感する 

 ことで、対等な関

係を築くことの重

要性や国際協力 

の在り方、私たちの

行動の在り方につ

いて考えを深める

ことができる 

校】 

【資料⑬現地の理科

教員と協力隊】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7．本時の振り返り 

学習の最後に、「貿易ゲームをして感じたこと」と「授業全体のまとめ」を記入した。 

また、貿易ゲームで Aの封筒だった国（一番道具が揃っていた国：先進国）の生徒と、Dの封筒だった

国（一番道具が不足している国：最貧国）の生徒、両者に発表をしてもらうことで、学年全体で「格差」

があることを確認し、「格差」が生まれたり、貧しさ故の不当な扱いや差別が生まれることに触れさせ

た。 

8. 学習方法及び外部との連携 

  本時の貿易ゲームの参考として、青森県のあおもり開発教育研究会の南澤英夫先生の２０２２年の授

業実践を参考にさせていただいた。また、特定非営利活動法人開発教育協会の「新・貿易ゲーム経済の

グローバル化を考える」を引用し、授業を行った。 

9. 学校内外で国際理解教育・授業実践を広める取組 

  本時は、２学年での実践であった。貿易ゲームを２学年と同じように、２月上旬に３学年でも行った。

そして、３学年は公民分野の「より良い社会を目指して」という単元の学習の導入として、貿易ゲーム

を行うことで、その後に続く「貧困問題」や「環境問題」「国際機関」などの学習に繋げ、生徒自身が意

欲的に、また世界で起こっている諸問題について実感しながら、学習を深めることができるようにした。 

 



 

【自己評価】 

10. 成果 

 

◎活動の時間を十分に確保したり、自由な発想や交流を促したりしたことで、普

段なかなか自分の意見を持てないような低位の生徒も、意欲的に学習に臨む姿

が見られた。また、充実した話し合い活動に繋がり、自分の考えを深めるきっ

かけともなった。 

◎貿易ゲームという、生徒が主体となって動く活動を取り入れたことにより、世

界で起こっていることや世界の課題、よりよい国際関係と人間関係を築くこと

の重要性を肌で感じることができた。 

◎同じ学年の職員にも「マーケット役」として協力してもらうことができたこと

が大きな成果だった。「開発教育」に馴染みがない職員も「開発教育」に触れて

もらうきっかけとなったとともに、職員にも生徒と同じように「世界で起こっ

ていること」や「本当の豊かさとは何か」ということを考えてもらうきっかけ

となった。 

11. 課題 ▲世界の現状と課題を理解することはできたが、それらが、貿易ゲーム本来の目的

である自由貿易や経済のグローバル化が引き起こすことであることを理解する

ことが難しかった。 

▲本時は、答えのない問いについて考えるものであった。特に「本当の豊かさとは

何か」ということについて、経済的な視点や産業の視点だけではなく、環境や文

化、歴史などより多くの視点から考えることができるように、展開を工夫したほ

うがよかった。 

12. 改善点 社会科の目標は、「社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したり

する活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる

平和で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を育

成すること（中学校学習指導要領（平成２９年度告示）社会編）」である。このこ

とを踏まえ、今回の貿易ゲームは、単発のような形になってしまったが、第１時は

「貧困問題」第２次は「産業廃棄物の問題」第３次は「国際機関・支援の在り方」

など、貿易ゲームからさらに展開をさせ、さまざまな角度から、「持続可能な社会」

とはどのような社会なのか、「公民」として、「地球市民」の一員として、どのよう

な行動をとるべきなのかなど、さらに時間をかけて学習することができればよかっ

た。 

13. 学びの軌跡

（児童生徒の反

応・変化、感想文、

作文、ノートなど） 

 

【生徒の振り返り①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【生徒の振り返り②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の振り返り③】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒の振り返り④】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【生徒の振り返り⑤】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14. 授業者による

自由記述 

 学生時代から海外協力隊に憧れてはいたものの、日々、仕事に追われる現実やコ

ロナ禍ということもあり、なかなか勇気が出ず憧れ終いで終わっていた状況だっ

た。そして、社会科の教員として５年経ち、日頃の授業や生活では、実際に生徒と

関わる中で、「世界との繋がりを実感すること」や「世界で起こっていることを自

分事として捉えること」が生徒にとっていかに難しいことであるかを実感して、自

分の授業の行き詰まりを感じる毎日だった。そんな中で、過年度に教師海外研修（ブ

ルキナファソ）に参加された同僚の先生から勧められて、ありがたいことに今回研

修に参加することができた。しかし、いざ行ってみると、他の参加者のみなさんの

ように、兼ねてから「憧れ」はあったものの、「○○について見たい！」「帰国した

ら、○○をテーマに授業したい！」という思いは、持てないまま参加してしまった。

だが、今となっては、行く前からはっきりと授業実践のテーマを決めなかったこと

が、今回の授業実践に繋がったなと思う。日頃から、「自分の考えを持てるように」

という思いで授業はしているが、定期テストなどで「正解」を求めてそれに〇をつ

けたり×をつけたりして、成績を付けるというある意味では「当たり前」なことを

どうしても避けては通れないことが多くある。また、教師と生徒のように立場が

「上」と「下」のような関係で、教師が「教える」という授業のスタイルになって

しまう。しかし、現地に行って考えたことは、自分が五感で感じながら、一番心に

残ったこと・考えさせられたこと、そして、「一番答えが出なかったこと」、これを

生徒とともに考えていくことが開発教育のスタートであり、教師として大切なこ

と、社会科の教員としての役目なのだと思った。 

時には、「正解」を求めることも大切ではあるが、「正解」よりも、「答えのない「正

解」」を粘り強く考えたり、「同じ社会・世界に生きる人として、大切なこと」 

「現実から目を背けず向き合うこと」など、教育は、「人を育てる」「心を育てる」

ことがベースなのだと考えさせられた。開発教育は、その一つの手立てであると思

う。これからも「誰にでもできる開発教育」を通して、これからの社会・世界を生

きていく生徒と共に考え続けられる教員でありたいと思った。 
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